Economic Integration in the Mekong Region: A Review of Previous Studies and Their Implications by 秋場 理
㍑
?
?
?
.メコン地域の経済統合に関する研究の展開と課題
.メコ.ン地域の経済統合に関する研究の展開と課題
秋場 理
目 次.
1,は:.じ.めに
2.メ コン地域 の特徴.
.3,先 行研究 につ.いての考察
4,今 後 の課 題
1.は じ め に.
2006年12月の タイ ・ラオ ス問の第2メ コ ンQ架 橋に よる ミャ ンマ ーか らベ トナ ムを結
ぶ 「東西経 済回廊」の開通 、2009年の 日.メコ ン交1充年創設D等 、.メコ ン流域 に対す る関心 が
高 まってい る,,この地域 に対 す る.国際 的.な関心は歴史的 に古 く、1950年代 前半 か ら国際連合
アジア極東経 済委 員会(ECAFE)(Gの主導 に よ:りメ コ.ンσ)下流 域4力 国(9:に、1多目的 ダムを
中.心と.する地域協 力型 経済 開発 スキーム..(..メコ ン・ダム開発.ヌ.キ▽ム)が 形成 され た。1990
年 代.前半:には、 アジァ開 発銀行..仏D:B>(n;に..よ.り、 メ コン地.域σ)雲南.省.∴ミ.ヤンマ ー、 ラオ
ス、 タ イ、.カンボ ジ アお.よ.びベ トナ.ムか ら構 成 され る拡 大.メ.;].ン.地域 (Gre.aterMekong
Subregion:GMS>プログラム とい う地域協 力.型経 済 開.発スキ ームが導.人.されて い る。2003
年 には、 メコ ン地域 内の タ イが主導 した地域経済協.カプ ログラムで ある イラワジ ・チ ャオプ
ラ ヤ ー ・メ コ ン経 済 協 力 戦 略(Ayeyarwady-CfiaoPraya-MekongF,conomicCooperation
Strategyl.ACMECS)(5〕も登場.してい る。
1y90年代半 ば以後.、メコ ン地域 には.、これ ら地域経済協力 プログ ラムが い くつか存在 して
い る が(5;、その 活動 状 況、己.活.動期.間お よび規 模 等 か ら.メコ ン ・ダム 開発 ス キ ー ムお よび
GMTプ ログ ラム.に勝 る も.のは.ないbACMECSは 、タ イが初めて 支援 国.と.して登 場 した:プロ
グ ラム として.大変興 味深 い所が あ る〔7〕。 けれ ども、 その後 、プ ログラム を導入 した タイ ・タ
ク.シン.元首相 がクーデ ターに よ り国外追放 とな り、.これ を契機 と して今nま で続.くタイの政
治混乱 か ら導入後の盛 り上が りは.見られ ない。
メコ ン ・ダム開発 スキ ームは、1957年にカ ンボジア、 ラオ ス、 タイお よび南ベ トナ ムを加
盟国 と して 常 設 的 な国 際 機 関 で あ る.メコ ン委.員会(TheCommitteeforCoordinationof
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Invesliga{ionsoftheLove「Mekong
.Basin)を製 さ断 ・ メコ.ン頽 会 で1ま・1970年か ら
1994年の間に3度 の メコ ン河 本流 ダ.ム開発計 画 を策定 した.が、 その後 の イン ドシナ1こおけ る
地域 紛 争 もあり、計画 された本流 ダムはひ とつ も建設 されなか った。 また、1990年代後半 以
後、 国 際社会 か らの資金.協)1を基礎 とす るメコ ン ・ダム開発 スキームは、 ダム建 設に伴 う環
境 問題 と住Li;の.立ち退 き問題 が大 きな障害 とな り、現実 的な ものでは な くなった.
1995年には メコン下流域 の4力 国間にお いて メコ ン委.員.会を刷新す る新 たな 「メ コ ン河流
域 の 持 続 可能 な開 発 の ための 協 力に 関 す る協 定」(AgreementontheCooperationforthe
SustainableDevelopmentoftheMekongRiverBasin>が締 結 され、新 たにメコ ン河 委 員会
(TheMekongRiverCommission>が発足 した』.しか しなが ら、新たな協定 は、加盟 国聞の水
資源 開発 に関 して上流 国 と ド流 国.との 間で相反す る利害事項 の合意 が先送 りに されて い るば
か りで な く帖}、メコ ン河委 員会 には、.と流国 であ る ミャンマ ー と中国が オブザ ーバ ー として
参加 してい るに過 ぎない。 この ため、協定上 は、 メ コ ン河 開発の ための条 項を規定 してい る
もの の、実質 的には、開発 とい うよ りも加盟国 間の .メコ ン河 の水利に関す る情報交換 、教育 、
訓練、 討議等の活動 が 多い ようで ある.(9)。.:...
これに対 して、 現在の メ コン地域 にお け る地域 協力型経済 開発の主流 となってい るの は、
1992年にADBの 主導 で開始 され たGMSプ ログ ラ.ムで ある。ADBで は業務対 象地域全体 を
各地域部 門に 分けてい るため、GMSプ ログ ラムはADBの ひ.とつの業務対 象地域 で あ り、 ダ
ムuR.ス キ ームには 含まれ てい ない中国 と ミャ.ンマ.一も.参加 してい る。GMSプ ログ ラムの
特 徴.は、GMS内 の2力 国 以 上 も.しくはGMS全=体 に恩 恵 が.およぶ 各種 プ ロ ジ ェ ク トを、
GMSflQ盟国 お よび域 外 の 協 力国 も し くは.機関.等とと もに推 進す る.所に.ある。加 盟 国 は、
GMSプ ロ.グラムの導 入以後、..閣僚会議 にお いて、.交通、通信 、、エ ネルギ ー、 人的資 源、.環
塊.貿 易ぐ投資、観光 お よ.び農業.の.各分野 を地 域経済.協力に取 り組 む部 門.として選択 して い
る。.これ らの成 果 として、.冒頭 に.述べ.た東 西.回廊 、南北 回廊 の整備 等 が挙 げ られ る。2005
年、GMSに 中国のベ トナ ム国境 にある広 西チ ュア ン自治区が参.加した(m。「
メコ ン地域にお け る地域.協力型 の経 済開 発はく この よ.う.に.、冷戦終結 の時期 を.前後 と して
メ コン ・ダム開 発 スキームか らGMSプ ログラム に移 行 して い く。 ところが.、こう した プロ
グ ラムの 中心 の移行 に もかか わ らず.t也域外 の国際機関 が、 ダムお よび経 済回廊 等の 地域的
な大規模 インフラ ・プ ロジェク トを基 幹事業 に定 めて国 際的な資金 協力 を仰 ぎ、.その 地域経
済 開発 を実 施 してい くところ.に変化 はない。 そ こ.には、 算...義的 な.目的.として、 タイ ・.チャ
チ ャイ元首相 の有名 な スローガンであ る 「戦場 を市場 に」 とい う地域 内か らの経 済的 な期待
が あ る。 同時に、明示的 な もので はないけれ ど も.、これ らの地域経済開発 に.より、地 政 学的
に不 安定 なこの地域 内での紛争等の 未然防止 に役立て よう.と.する地域 内外の期待 が ある。
メ コン ・ダム開発.スキー ムは、現在 、環 境等 の問題が重視 され るため、 当時 の ダム建 設に
よる地域経済開 発の背景が忘れ られが ちで ある。1960年代後 半、世界銀 行は既 に、 メコ ン河
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本流 にダムが完成 した場合 に備 えて、テネシ 一ー河流域開発公社('1`heTennesseeValley
Authority'1'VA)的な流域国共同の開発公社設立協定案策定のための法的支援 を表明 してい
たQC。1957年に設立 された欧州石炭鉄鋼共同体(TheEuropeanCoalandSteelCommunity=
ECSC)が、今 日の欧州における経済統合の出発点であったζとを考えれば、仮にメコン地
域にこうした国際的なダム開発公社が出現 していたとすると、何 らかの経済統合に発展 して
いた可能性は否定で きない。GMSプログラムについては、ASEANとい うメコン地域 よりも
広範囲な経済統合の議論がされていることもあり、メコン ・ダム開発スキームのようにメコ
ン地域における経済統.合との直接的な関係が.見いだせないようにも見える。
本稿の目的は、第二次大戦後半.世紀以上メコン地域に存在 している地域協力型の経済開発
スキームが従来議論 されてきた経済統含 と理論的にどのような関係にあるかを明らかにする
ことにある。そのために、 一iに、現在 までにメ.コ.ンの地域協力型経済開発スキームについ
て、どのような研究が展開 されてきたかを整理 し、第二に、今後の研究の課題を提示する。
このため、先ず、 メコン地域の特徴を地理的および歴史面から説明す る。 その後、内外の先
行研究の展開を、①経済統合に関する理論的研究、②メ..コ.ン地域に関す る先行研究および③
メコンの経済統合を対象とする先行研究に分けて、その議論 と問題点 を整理する。最後にこ
れらの議論を踏 まえて、今後の課題について検討する。
2.メ ゴン地域の.特徴.
2.1メaン 地 域 の 地 理 的特 徴
メコン地域の特 徴 を述 べ るときには、メ コン ・ダム開 発スキ ーム に見 られ る国際河川 とし
ての メコ ン.河の地 理 的特.徴か ら始 まるこ とが 多いb:ζれ は、 メ コ ン河 の延長 が4800キロ前
後 あ り、.流長 およ.び面積.が、 アジアを含めてt有 数 の大河のひ とつ であ るか らだろ.う。 メ
コン河 の源流 は、標 高5000メー トル近 くのチベ ッ トにあ り、 中国領 内 およそ2{〕00キロを流
れ た後 に、 ミャンマ ー、 ラオ ス、 タ イ、 カンボジアおよびベ トナ ムのデル タ地帯 を経 て南シ
ナ海 に到達す るUL;。メ コン ・ダム開発スキ ームにおいて は、 こ.うし..たメゴン河 の地形 が河 川
開 発上 の技 術的関心 を惹い た。 一.一方 、 メコン河 の地理 的 な広 が.りは、世 界で も有 数の生物 多
様性 を生 みだ し、 メコ ン地域 にお ける開発 は、環境 問題 と して世 界的 に関心 の的 となる。.
メ ゴン河は、一....部では流域 国の国内 を流れ 、一.;.;部では流域 国の 国境の一部.を形成 す る。 メ
コ ン河は、河川全体 におい て流 域住民 に貴重 な水産資源を提.供.し、交通路等.とな る一方、 そ
れぞれの国家 と住民 にそれぞれ異 なる関わ りを持 ってい る。.メコ ン河上流の 中国西南部 では、
国際社会の批判 があ る一方で 、中国独 自の資金 と技術を中心 に複 数の ダムが建設 されてい る。
ミャンマーでは、 メコ ン河 が他 国 に比 べて短 い区間国境 をな してい る、 ラオ スは、 メコ ン ・
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ダム開発スキームによりラオス領内のメコ ン河支流に建設 したダムのタイに対する売電収入
が貴重な外貨収入.となつている。 タイもラオスと同様にメコン・ダム開発スキームに.よって丸
自周領内のメコン河支流にダムを建 設することで国内の経済発展に寄.与させている一方、メ
コ ン河 を自国の農業用水等灌概に利用 している。カンボジアにおいては、.首都プ.ノンペンか
ら分岐す るメコン河の支流が、水産資源のrt,である トンレサ ップ湖 との間で.r.節的に逆流
す る。カンボジアもラオスと同様 メコン側の国内の流域面積が大きく、 メコン河が貴重な経
済資源 として地元住民に密接 な関.わりを持ってい る。 メコン.河の最も下流 に位 置す るメコ
ン ・デル タの米作 は、ベ トナムが社.会主義経済改革のための ドイモイ政策を成功に導く上で
大 きな貢献 をなし、ベ トナムはタイに次 ぐ米輸出国の地位になつた。メコン ・デル タではメ
コン側の水位により海水が逆流する.ため、ベ ト.ナムの基幹経済のひとつとなった米作に深刻
な塩害 を与 える。 このようにメコン河の地勢から、.その利用をめぐる流域 国間の利害対立構
造が生 じる。
これらメコン地域の面積 と人口をまとめれば、「表1の とおりである。この内、カンボジア
とラオスが面積および人口ともに他.国よりも低.く、.また～ラオスは、外洋に接 してお らず、
メコン河の地形か ら舟航により外洋 に出ること.ができない内陸国である.
表1メ コン地域の面積と人口
カンボジア ラ オ ス ミ ャ ン マ ー べ トナ ム タ イ
面積(千 平方キロ) 181亭 2$7 677 33C 513
人口(千人) 13.8 S.fi SE 83.1 64.8
出所=石 田(2007年6ペ ー ジ)に 基 づ い て作 成
.メコ ン地域 は、 どの国 も少数民族 を抱 えてお り、国 内で も、言語.、生活習慣.等が異 なる所
があ るが、 各国の公用語 も異 なってい る(13/.6..文化的には、 セデス(:George.Coedes)が言 う
安南 山脈以西の 「イン ド化j!t4;とべ1・ナ ムの 「中国化.」の結節 点であ る。
2,2メ コ ン地 域 の歴 史.的特徴
こう したメコ ン河の地理 的特 徴 に重 点 を置 いて メコン地域 を説明 しよ うとす ると、 メコン
地域 とい う概 念 がいつ、誰 に よって形成 さ.れたか とい う点 を見落 と しが ちにな る、 石 弁が東
南 ア ジァの地域概念の 議論 の注意点 と して指摘 してい るよ うにLL5;、.メコ ン地域.と.いう概念 に
おい て も≒ その歴 史的.事実 の認識が重 .要となる。...
:第二 次世界大戦 前のメ.コン地域で は、 チベ ッ トと中国 およびシャム(16;のみ が独立国 で あっ
たが、戦後、 チベ ッ トは 中国 に併合 され る,カ ンボ ジア、 ラオス、ベ トナ ムは フランスの植
民地 を構成 し、 ビルマは英領の植 民地 で あったため、 メコン地域 は英仏 とい う西欧の列 強が
??
?
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シャムをは さん..で対峙す る場 で あった。 当時、河川 の利 用は、舟航 が最 も大 きな 目.的であ り、
英仏 を含めて メ コン河 は通 商ル ー トの.可能性 として は.認識.され て も、.メコ ン地域 として は認
識 され てい なかっ た。 メコ ン ・デル タをは じめ ごく..部の地 区を除 き、 メコ ン河 は未 開発 の
まま戦後 を迎 える。 発足 後間 もないECAFEが 、先 ず関心 を持っ たのが、各国地域 に また が
る洪水 対策 だ った。 この ため、ECAFEによ る洪 水 対策調査.事業 のひ とつ であ ったメコ ン河
調査 が、洪水対策 を含め た多 目的 ダム建設 計iiiとして具体化 して行 く中で、 メ コン河 をひ と
つの経済 開発単位 とす るメ コン地域 とい う概 念 が:発生 した と言 える。
メコ ン地域 の歴 史 を概観す ると、 アンコール ウ ッ トを中心 とした文明の没落以 後、西欧列
強 によ る植民地 自体 を迎 え るまで、 ウ ォール ター.ス(O.W,.Wa:hers):.のい う 「強者 と弱.者を
含む複数 の政治統合 が並存 す る空 間1と してのマ ンダラ構造 にあったU91。そ こで は、主 に ビ
ル マ、 タイお よびベ トナムの間にお いて熾烈 な覇権 争いが 行 われてい た。西 欧列 強に よるメ
コン地域 の植民 地化の 中、 タイは独立 を維持 す るた:め、.自:国の領土 を割譲す ることで メコ ン
地域 の国境 が確 定 して い く。第二次世 界大戦 中∴ 日本 と同盟 関係 に あつた タイは、 フランス
から仏領 イ ン ドシナの 「失地」 を回復 す る.が、1945年の 日本の敗戦 とともにこれ らの領tを
フラ ン スに返還 す る。 ビルマ は、 メコ ン地 域で.最も早 い1947年に武.力.によ らず独立 を果 た
す が、 旧仏領 イ ン ドシナ では、独 立戦 争 を経て 、 ラオ ス とカ ンボ ジアが1.953年に、 また 、
ベ トナ ムは1954年に、結 果 と して、南北に 分かれ て独立 す る。 イン ドシナ3国 は、1960年
代 か ら文字通 り戦場 だった。1975年の南北ベ トナムの統一一後 、 イン ド.シナ.3国は共産化す る
が、 ラオ ス とベ トナ ムは現在 も社会 主義体制で あ る。.方 、 ビルマでは、1947年のネ ・ウ イ
ン将 軍に よ る軍 事クーデ ター以後 い現 在 まで軍事政 権が続 いてお り、欧米諸国 か ら経済制 裁
を受 けてい る.。1990年代 に.冷戦 が終 結す.る.まで、..また、現在 で も∴ これ らの国.とタイの間で
砲 火が交 え られ る ことが ある。 こう して、戦後 各 国が採 用 して きた政治.経済体制 の違 いが 、
表2に 見 られ る通 りメコ ン地域 にお ける経済格 差 と し.て反映 されて.いる.
表2メ コン地域の国別一人当たり.GDP(単位:米 ドル)
カンボジア ラ.オス ミ ャ.ンマ ー ベ トナ ム タイ
362 455 165.90 635.6C zpzi
出所1石 田 〔2007年6ぺ一.ジ)に基 づ い.て作 成
メコ.ン地域の歴史的な関係 を.背景に、地理的環境、.民族の構成、経済社会の発展状況等が
絡み合い、.地域外の者には見えにくいが、各国の間に不信感 と競争意識がある』また、メコ
ン地域における旧植民地国の独立も、戦後の他のアジア ・アフリカ諸国と同様、植民地時代
の国境 を目安としているため、近隣国間における領土の領有権 をめぐる.対立関係がある。近
一67一
メコン地域の経済統合に関するax究の展開と課題
年再.び問題 とな ったカンボ ジア ・.タイ国境 の世 界遺産で あるプ ラヴ ィピア(thePrahVihera
TemPle>寺院の領 有権 をめ ぐる争いは、周 期的に表面化す る領土 問題の一例 で ある。
そ こで 、次に、 こ うした多様性 に満 ちた特 徴 を有す る メコン地域 に対 して、経済統合 とい
う観点 か らどσ)ような議論 がな されて きたかを検 討す る。
3.先行研究に.ついての考察.
3.1経 済 統合 に関 す る理 論 的 研 究
バ ラ ッサ(BelaBasassa1961>が指摘 す るよ うに、.経済統 合の概念 は、現在 にい たるまで
必ず しも明確で ない。彼 自身 は、TheThetrrpojEconomicIntegration(『経済統 合の理論⊥)に
おいて、"todefineewnomicinCegrafionasa.processandasastateofaffairsｰna;と定 義 してい
る.そ して、経済統合 を、 自由貿易地域 、.関税同盟、..共同市場、経済 同盟 お よび完全 な る経
済統合 とい うよ うに統 合の程度 に よ.り5段階 に分 けて表 現 した。 同書 におけ るバ ラ ッサの問
題意 識は、当時の経済統 合 の理論 が国 際貿易理論.を引 き継 ぐ静態 的枠 組み の議論 であ り、経
済統 合が経済成長 に与 える動態 的分析 が欠 ける所 にあった:。経済統合 の議論 にお いて、今 目
で も しま しば引用 され るバ ラ ッサ理論 の魅力は、新古 典派経 済理論 が想定 す る成長 と発展 が
「統 合の程 度 」 として段 階的 に表 現 され、 その後、 欧州 にお いて経済統 合 が段 階 的に成立 し
てい った所 にあ るのだ ろ う。
.それ では、バ ラ ッサ理論 は、一般 的 な有効性 を持つ ものだ ろ うか。.彼の 関心は、本来、 欧
州に おけ る経済統.合の 諸問題 で、確か に.「経 済統 合の.理論』..にお.いて1そ.の..・般 化が試み ら
れて い る。 けれ ども、 「経済統 合 の理論⊥ を通 して、 ラテ ン ・アメ リカにつ いて の言 及 ばあ
るが、 アジアに対す る言及 は見当 たらない。
清水(1997)は、 罫ASEAN域内経 済協 力の政治 経 済学』 に おい て、東 南 ア ジア諸 国連合
(AssoclationofSoutheastAgianN乱ti`)ns:ASEAN).にお.け.る地域統合 を.念:頭に、バ ラ ッサ を
含めた経済統合 にiす る先行理論 を批 判的に展望 す ることで、統 合埋論 の問題点 を盤理 しt_
彼の統 合理論の分析 は、.政治学 につ い ては新機 能主義(NeoFunctionalism)であ り、経済統
合 につい ては、バ ラ ッサ を対象 とす るもの であった。 これ らの 分析 の結果 明 らかになった こ
とは、統 合 を支 え る諸理 論 は、「統.合の現状 を.Fl定して後追 い的 に統 合 を理論化 した もので
あ り、 それぞれが独.立してい る」〔191ことで あ り、清 水は これ を 「パ ッチ ワー クと してのみ存
在 して い る」.(zo7..と表.現し.て.いる。.パッチ ワー.クと しての統合理論 は、 部分的 には有効 であ る
が、統 合 を全般 的に説明 で きて はいない し、 また、体系的 なもので もない6バ ラ ッサめ魅力
であ る統合の程度 につ いて も、各段 階の説明は.できて も、その 間のつ なが りが説明で きない。
結論 として、清水 は続 合理論 の現 状か ら、その有効性 は著.しく狭 く、統合の議論 においては、
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経済統合 の対象 とな る地域の特 徴.としての 「歴 史的構 造的事情」 が重要で ある点 を強調 して
い る。
さらに、藤田(Fujita,Masahi$a'LOO7)は、北米 自.由貿 易協定(NorthAmericanFreeTrade
Agreement:NAFT[Uが形成 されて いる北 米大陸、iで 最高度の経済統合形態 に ある欧州
連合(TheEuropeanUnion:EU)に比 較 して、東 ア.ジアが、 こう した.バラ ッサ的経 済統 合
の後押 しな く市場原理 のみ にもとづ き実質的統合 が より進 んでいる と驚 きを持 って(zi:指摘 し
て い る。
3.2メ コ ン地 域 に 関 す る先 行研 究
メ コ ン地域 はASEANの.一..・部 であ るが、 メコ ン地域 の特.徴は、ASEANと の関係 で 、い か
なる意味 を持つ のだ ろうか。
白石(2007)は、制度 面、政治面等 か らメコ.ン河 流域 は、:.ひとつの地域 として 自己完 結性
あ るい は主 体 的に区別 され る共同体 と しての経済統 合へ進 化す る とい うよりもASEANも し
くは将来 的 な東 アジア共同体 におけ る 「触媒」 となる との 見解 を示 してい る。 これ は、 メコ
ン地域 に は、本 来、制度的 に自由貿 易地域 を形成.する とい う構想が な く、流 域国 が主体 とな
って共 同体 を.形成 してい くには、経済力、.技術力 が足 りない と ころに加 え、 メコ ン河流域 の
みでの共 同体形成 はASEAN分 裂のお それ が ある とい う視点 に立 って.いる。
現在 ま.でに なされ てい るASEANと 東 ア ジア共同体 の議論 について も同様 で あ るが、 この
明解 な議論 の前提 となっている.のは、バ ラッ.サの 「経済統合の理論』 で ある。 この前提 に立
つ と、..メコ.ン地域の経 済統 合を.議論 す.る際 に、 メ.コン地域 の特 徴がASEANの それの 中に埋
没 して しま う傾 向が ある。
それで は、 メコン地域 において清水 が強調す る 「歴史的構造 的事情 」 とは何だ ろうか、.既
に指摘 した ように、 メコ ン地域 は、 第.二次大戦後 、 メコ ン河 を開発対 象の経済単位 と.して認
識 した時点か ら形成 されて きた概念 で ある。
.メコ ン ・ダム開発 スキ ームが本格化 し始 め る頃 、.ブラッ.ク(Mack,Eugene1969).・は、世
界銀行 総裁 か ら米 国の ジ ョンソ ン元 大統領 の特 別顧 問に就任 す る。彼 は、 当時の メコ ン地域
が競合 す る.数少ない一次産品 を:輸出.する関係 に あ り、欧州 の経済統合 モデルは 当初 か ら意味
をな.さな:かった〔22}.と述べ て.い.る。.また、..シン(Singh,IaLita.Prasad/966)が指摘 す るよ う
に、ECAFEが発足す.る..まで、 メ コ ン地域 を含め て植 民地 にあ ったア ジアには、地域 間経済
協 力のための.制度 も翌慣 も.なか った(131。
.こ.うした背景 の下 、.195⑪年代か ら形成 され てい.った メ.コン河下流域 の4.カ.国か らなる.メコ
ン ・ダム開発 スキ ーム とい うの は、大変 ユ ニ ークな もの だ った。 なぜ.なら、.第二 次大 戦後、
各国の河 川利 用の関心 は、舟航 か ら ダム開 発に移 るの だけれ ど も、 当時の国 際河川 開発 は、
流 域国 内において単独かつ独立 して行われ る ことが通 常 だったか らであ る。開発計画の 立案 、
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設計 および建設 の共同事業 とい えるものが世 界的に非常 に稀 だ った圏 。 メコ ン ・ダム関発 ス
キ ームｫ.メ コ ン河下流 域4カ=1が 、ECAFEの主導 の も と、流域 内の開発 計画のすべ てに
関 して 、その準 備段階 か ら、世界各国 の資金援助 と技術 支援 を受 け、.協力事業 を行 う点で も
ユニ ークだった.こ の ため、繰 り返 しに なるが、世.界銀 行は、1960年末 時点に既 に メコン河
開発の進展 に伴 うTVA的 な多国間開発公社 設立 を想定 して いた。
北米 の大学 院の学位論文 を見 ると、196G年代後半以後、.メコン ・ダム開発スキ ・ームに始 ま
るメコン地域 の経済協力が研究 テーマ と して、 コ ン.スタン トに取 り上 げ られて きてい る。
当初 の研究 は、 メ コ ン ・ダム開 発.スキ 一ーム を直 接的 な対 象 とす る もの が 多い。 ホ ー レイ
(Wholley,Dianel968)は、米国の外 交政 策 との 関連 か ら、 タカハ.シ(Takahashi,Katsuhik⑪
1974)は、 国連 地域機 関へ の権限移譲 に関す る事例 分析 と して取 り上 げて いる。 ドゥファナ
ー ド(Dufournaud.,ChristianMichaei1979)は、数値 モデル を導入 して 、流 域国の信頼関係
の欠 如か ら流 域国単 独の個別 開発スキ ームの ほ うが地域 的開発 スキー ムよ り経済 的合理性が
あることを主張 した。
1990年代 前後か ら、 メコン ・ダム開発スキ ームに対 して、い ろいろな角度か ら再評価が な
され るよ うにな る。 ウォ ンバ ンデ ィ ッ ト(Wongbandit,Amnat1989)は、既 存 協定に対す る
法的議=61'ti,nlmの後 、 メコ ン河 本流 に複数の ダムが建設.され た場合 の 多国 間開発公社は、複数の
ダム を..・括す る方式 では な く、個別 ダム ご とに行 うべ き こと を提案 して いる。 ジャコ ブ.ス
(Tacobs、Je[rreyWilliam1992)は、 メコ ン委員会 を再評価 し、気象変動 対策等の新 たな役割
を求 めた、,カー .一ター(Carter,GeorgeFrancis,Jr.1997)は、 中国 と ミャンマ ーを中心 にメコ
ンの開発.スキームに.葺及 し、 ブ ラウダ 一ー(Browder,Greg1998)は、 メコ ン委員会か らメコ
ン河 委.員会へ至 る流域 国の交渉の過程 を分析 してい る,;
2000年代前後 か らは、 メコ ン ・ダム開発 スキームが、環境 問題 、グ ローバ リゼーシ ョンと
いった新た な関心 か らcz6、同時 にGMSも 研究 テーマ@i>として取 り土げ られ るようになる。
3.3.メaン の経 済統 合 を対 象 と した先 行研 究
ア ッカー(Acker,RobertLawrertica2001)は、 メコン河 の タイ国境 か らラオス側 を見渡 し、
.メコ ン河 を挟 ん で 両国間 に存在 す る歴 然 とした経 済格 差の理 由が ど こにあ るの か を探求 し
た。 ブローデル(FemaodBraudel1966)の『地 中海』 の影響 を強 く受 けた と自認す る彼は、
.メコン地域 をブ ローデルの 「地 中海 的経済 シ ステ ム」 にIL立てて 、 メコ ン ・ダム開発 スキー
ムとGMSプ ログ ラムの 両者 を経済統nと の 関係 か ら分析 していa,,:、ア ッカーによれば、 メ
コン河 は、その地理 的お よび歴 史的特徴 か ら、いずれ かの民 族 も しくは国家 によって総合 的.
に利用 され た事実 はな く、 各民族 もしくは国家 を分断す る役PJを果 た して きた。 所 与の要件
と しての メコ ン地域 の特 徴が、地 域経済活 動 を制隈 し現 在の 分断的状況 を創 りi{iしてい る。
GMSプ ロ グラ ムあ るい はASEAN地 域統 合等 は、 メコ ン地域 の統 合 を促進す る以上 に経 済
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的 に発展 してい る.タイと.地域の超 大国 であ る中国 の経 済関係 を強 化す ることにな る。彼 の分
析結果 、「地理 こそがすべて」("Geographyisdestioジ)〔281となる。
これ に対 して セバ ステ ィア ン(Sebastian,JamesM2008)は、 セデ ス(GeorgeCoedes)
を引用 し、 メコ ンは地理的分断 の役割 を.果た していた辺境で はな く、文明 の一 部 を形成 して
いた幽 とす るb彼 は、 メコ ン ・ダム開 発スキ ーム とGMSプ ログラムは、地域 にお け る良好
な外 交関係 を維 持 しなが ら地域 資源 開発 を行 うため に適 した事例 で ある と.考え、地域 協力 の
枠 組 み が手 続 き的 な もの か ら法 的 な もの へ 進 化 して い くとい う レジ ー ム理 論(Regime
Theory>を利If1した事例 分析 を した。 その結果 、.メコン地域 には、地域 資源 を共 同で開 発す
る.政治的文化 が形成 されてい ない とい うのがセバ ステ ィアンの結論 であ るIJU。
4.今後 の課題
以.ヒ、経済統合 の理論 に始 まり、本稿 に関連す る メコ ン地域の研究 の展開 を見て きた。 こ
れ ま.での議論 か ら、先ず、 メコ ン地域 の特 徴.を念頭 に、 この地域へ の経済統合 理論適 用の意
義 を再検討 す る必要が あ る。 なぜ な ら、経済統合 の定 義が統.一.されて い ないに も関わ らず、
統 合の議論の 際に は暗黙 の うち にバ ラッサの経済統 合の程度 が先 ず引用 され る傾 向が あるか
らで ある。バ ラッサの定義 は、彼 の関心で あ る動態的分析 のための もので あ り、経 済統.合と
表 裏 をなす はずの経済協 力 は、巧.み.に除外 され.てい る.。.『経済.統合 の.理論』 の 日本語 訳版 で
は わ か.り.づらい と こ ろ が あ.る.の.で、 該 当部.分.の原.文.を引.用す る。"lninterpretingour
de爵niほoni...distinctionshouldbe.made:between.integrationand・coOperation."_"pistingvishing
betweencoopetafionandintegration,weputthemaincharacteristicso｣thelatter=theabolition
ofdiscriminationwithinarea-intoclearfocus..."〔:11経済 協力 を定 義か ら除外 す る方が経済統合
の各段 階:を新古典派成長 の観 点か ら説 明 しやす い。5段 階の経済統 合の程 度 を議論の 前提 と
す る限 り、1950年代 のメコ ン ・ダム開発 スキームに始 まり現在、 そ して、 白石の指摘 す るよ
うに将 来にわ たって、 メコ ン地j或は、ASEANの 枠組み を除 けば、経 済統合 と無縁の地 域に
なって しま う。
バ ラ ッサの経済協力 を除外 し.た定 義.は、.メ.コンを含めて現在 の アジアの経済統 合の議論 に
おいて 、どの ような意義 が あるのだ ろうか。 バ ラ ッサ理論 の核 心 は、.経済統合 の各段 階 と経
済成長 の間の動態 的分析 にあ る。藤田 が述 べてい るよ うに、f.界の3つ の経済成 長の中心地
域 の中で、バ ラッ.サ理論 の経済統 合が最.も低 い東ア ジアにおいて、実 質的 な経 済統合が最 も
高 い とすれ ば、.彼の定 義 を、「経 済統合 と表裏 一体 の関係 にある.経済協 力」.とい う観点 か ら
.再構築 しな けれ ばな らないだ ろ う。
バ ラッサ自身が、経済協 力は経済統 合 と質量的 に異 なると指摘 して いるよ うに 、経済協 力
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の方が統合に比較 してその範囲が広 く、かつ、曖昧である。けれども、本稿で議論の前提 と
している各国の立場が対等な経済統合は～経済協力関係な しに存在することはありえない。
経済統合は、武力による併合でもパ ワーゲームによる吸収で もない。 メコン地域、ひいては
アジアにおける経済統合の議論 については、「経済統合 と表裏:..・体 の関係にある経済協力」
が、バラッサを中心 とした伝統的統合理論に代わるものとして、アジアで達成 された経済成
長 とどういう関係にあるのかが明らかに されなければな.らないだろう。 メコン地域の経済統
合についてより深い議論 をするためには、バラッサ理論の呪縛か ら解放 されなければならな
い。
次に、 こうした課題に対する.アプローチの方法が問題 となる。本稿では、1960年代以後、
メコン ・ダム開発.スキームに始まるメコンにおける地域協力型経済開発スキームに関す る研
究の展開を検討 した。そして、メコンの経済統合を対象とした先行研究 として、アッカーと
セバステ ィアンを取 り上げた。筆者は、;.こ.れ.ら.の研究め問題意識および分析結果には全面的
に賛同するものでも追随す るもので もない。けれども、アッカーの研究は、ブローデル的に
メコンを捉えた個性的なものであるし、..セバスディアンは、本稿 と同 じくメコンにおけるふ
たつの地域協力型経済開発スキームを研究Xfと し.てい.る点で興味深い:,日本においても、
1990年代後.半からメコン地域に対 して関心が持 たれているため、今後、各種の研究成果が期
待され る。
これ らの先行研究で気になる点は、.メコン地域における経済成長の著 しいタイおよび地域
の超木国である中国の位.置づけである。地域外の国際機関が主導 してきたメコン地域におけ
る地域協力.型経済開発スキニム.における:.地域内のタイと中国の重要性は、 もちろん否定する
もので.はない。けれども.、.「日本 と.いう..メ.コシ土色域外の研究者が.、メ.コン地域の研究を.行う.際
に、中国とタ.イを必要以..i.に重祝すると、カ.ンポジ..ア、.ラオ.スをはじめと.する他のメ..コ.ン諸
国の役割、.立場、地域外か らは見えにくいこれらの国の主張.が見落とされがちであ.る6、こ.う
した視点は、.今後、メコン.地域における 「経済統合と表裏..1.体の関係にある経済協力」 を解
明するrで重要であり、今後の課題 とな りうる。
本稿で取 り上げた地域協力型経済開発スキームには、ひとつの特徴がある。GMSプ ログ
ラムを導入 したADBは、ECAFEの提案により1960年代半ばに設立 された。 したがって、
.メコンの地域協力型経済開発スキ ・ームは、ECAFEを起源とするアジアの国際機関による.ス
ギ{ム 形成 と変遷の歴史である。 こ.れら国際機関とその.下部機関は、..法人格を有する国家 ま
たは国際機関の上部機関により、設立の目的の範囲内において法人格を有する独立 した意思
決定主体である。 したがって、こうした国家および国際機関を意思決定主体であるプ レーヤ
ーと見立て、その時々の外部環境の もと、.地域協力型経済開発スキームの形成 と変遷におい
て、各プレーヤーが、どのような役割 を果たしたのかを明らかにすることが必要である。 こ
うしたアブローチにより、これまでの研究において見落とされてきたメコン地域の特徴を踏
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まえ、地域内各国の状況を反映 した 「経済統合 と表裏一体の関係にある経済協力」の解明に
資すると考えられる.
【 注 】
田 近 年 、政 治 、 経済 、 文 化 、 青 少年 、 観 光 等 幅広 い分 野 で 関係 が急 速 に深 ま っ て い る.口本 と メコ ン地 域 諸
国(カ ンボ ジア 、 タ イ、ベ トナ ム.ミ ャ ンマ ー,ラ オ'ス)との間 で 、吏 な る交流 の拡 大 を実 現 す る ため 、
2008年1月に東 京 で 開 催 され た 日 メ コ ン外 相 会 議 に お いて 、2009年を 「日メ コ ン交流 年 」 とす る こ と
が 合 意 され た(http=〃www.mofa.go.jp/mofaj/area/j-mekong-k/abouthtrnl)。
;z;TheUnitedNationsGconomicCommissionfm'AsiaandtheFxrEast(ECAFE;.は、1947年に国 際連 合 経
済 社 会 理 事会(UnitedNafionsEconomicandSocialCouncil)の下 、 ア ジ ア に おけ る地域 経 済 協 力機 関
として 誕生 し、1974年に現 在 のESCAP(EconomicandSocialCommissionforAsiaandthePacific>と
な っ た.
m;カ ン ボ ジア、 ラオ ス 、 タ イお よび 南 ベ トナ ムの4力 国 で あ る。
la:TheAsianDevelopmentBankは、ECAFEの提 案 に よ り米 国 と 日本 が 主 要株 主 とな る こ とで1966年に
設 立 した。
⑤ カ ンボ ジ ア、 ラオ ス、 ミャ ンマ ー、 タ イお よび べ トナ.ムの5ガ 国 か.ら構 成 され る経 済 協 力 プロ グ ラム で 、
加 盟 国 の主 要河 川で あ る.イラワ ジ河 、 メナ ム河 、 メコ ン河 の 頭支 字 を利 用 して い る。
ir,詳細 に つ いて は 、野 本(2002)を参照 。
〔71詳細 に つ いて は 、パ ナ ラ ン サ ン(Phanarangsan,Kesarin2009)を参 照 。
:A;詳細 に つ いて は 、 後述 す る ブ ラ ウダ ー(Browder1998)を.参照 。
〔F:ll丘eMekon寒RiverCommissionAπmualReport2008を参照 。
LLP.詳細 につ いて は.石 田(2007)を参.照。.
m:1ブラ ヅク(Black1969)148ペー ジ
:12詳細 につ.いて.は、堀(1996).を参 購.
購 ラオ ス語 と タ.イ語 に は類 似 性 が あ り、 これ らふ たつ の言 語 と カ ン:.tジア め.公用 語で あ るク.ヌー ル 語 の数.
字 は 同 じ もの を使 用 して い る.こ れ ら.三か 国 の.aLには 類似 す る単 語 もあ る が 、地 域 内.にお け る.譜.語の
相jq,理解 度 は高.く.ない 。
石 井 〔1991)5ページ。 セデ ス は、 東 南 ア ジ アの 各地 に イ ン ド的 国 家 編 成 原 理 を.受容 して建 設 され た数
多 くの 古 代 国 家 が存 在 して い る点 に着 目 し.「イ ン ド化 」..とい う観 点 か ら東 南.アジ.アの歴 史 を統 一 的 に
理 解 しよ うと試 み た。
漁 同 .L書4ペー ジ
us'1939年当 時 の ピ ブー ン首相 に よ り現 在 の タ イに代 わ った 。
同上 書13ペ ー ジ
1:1b:1バラ ツサ(Blassa1962)1ペー ジ
〔19:3清水 〔1997)190'x一ジ
鰍 同 上書190ペ ー ジ
n;藤.田(Fujita2007).㌧.6ぺ」.ジ
;zrz;前傾 ブラ ック(Black1969)33ペー ジ
〔2:{::.シン(Singh1966)227ペー ジ
pn海 外 技 術 協 力事 業団(1966;44ペー ジ 当時 こ う した国 際 河 川 の 共 同開 発 は、 北 米 に お け る米 国 と メ
キ シ コ間 σ)リオ ・グ ラ ンデ 河 お よび 米 国 とカ ナ ダの セ ン トn一 レ ン スfnlとコ ロ ン ビア河 の み で あ っ たか
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らで あ る。.また 、 これ らの場 合 で も各 流 域 陶 が 大 部 分 の 計画 を実施 して か.ら協 議 が.行わ れ て い た。
:25ウォ ンバ ンデ ィ ッ ト以 外 に1995年の メ コ ン河 委 員 会 を含 め て 法 的 議 論 を して い る もの と して 、 イ ン タ
ヴ ァ ン(Inthavanh,Chanpheng1996)があ る。
〔2δ)環境 問 題 に関 連 して もの と して は 、 フ リー セ ン(Friesen,KennethMartens1999;、フ ォ ッ ク ス(Fox,
ColeenA200())があ る。 グ ロ 一ーバ リゼ ・一シ ョンに 関 連 した もの と して は、 イ イ ヌマ(linuma.,Takekc
2002)ミン ト(Myin[,Tun2005)).があ る。
tev;コー ヴ ィ ン(Kりvin,Chuenchanok15339>は、}也域 経 済 協 力 に お け る教 育 の 役 割 に問 題 意 識 を置 い て
GMSの 大学 教 育 につ いて議 論 を して い る。
(u:アッ カー(Ackcr2001;sssべ「 ジ
(LY;前掲 注(141参 照。
セバ ス テ ィア ン(Sebastian2008)i.is琴一一ジ .
ls[前掲 バ ラ ッサ(Blassa1962;2ページ
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